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Ｆ
ヘ
リ

庁
ノ
ー

ハ
ｈ
〉

川
瀞
「
日
本
医
学
史
」
）
と
読
む
か
、
「
官
戸
と
（
官
）
脾
」
（
服
部
敏
良

「
奈
良
時
代
医
学
史
の
研
究
」
）
と
読
む
か
、
二
通
り
あ
る
こ
と
を
著
者

か
ん
こ

か
ん
ぬ
ひ

よ
り
教
示
さ
れ
た
。
律
令
制
下
で
官
戸
、
そ
し
て
（
官
奴
）
脾
は
更
に

官
戸
の
下
に
置
か
れ
た
賤
民
の
一
つ
で
あ
り
、
官
戸
の
蝉
で
は
意
味
を

な
さ
な
く
な
る
。
最
近
は
後
者
が
定
説
の
よ
う
で
あ
る
（
日
本
史
大
事

曲
〈
）
・以

上
余
分
な
こ
と
に
ま
で
立
ち
入
り
、
不
遜
に
亘
っ
た
点
を
お
詫
び

し
た
い
。

本
書
は
「
縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
一
貫
し
た
通
史
」
と
し
て
よ

く
ま
と
め
ら
れ
た
、
ま
さ
に
こ
の
著
者
に
よ
り
、
出
る
べ
く
し
て
出
た

好
著
で
あ
る
。

（
石
原
力
）

〔
集
英
社
、
東
京
都
千
代
田
区
一
ッ
橋
二
’
五
’
一
○
、
電
話
○
三
’
三

二
三
○
’
六
三
九
三
、
平
成
十
四
年
四
月
二
二
日
、
新
書
判
、
二
三
七

頁
、
定
価
本
体
七
二
○
円
〕

「
江
戸
の
阿
藺
陀
流
医
師
」

二
十
一
世
紀
を
迎
え
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ぶ
人
の
数
は
ど
の
く
ら

い
居
ら
れ
る
か
。
ま
た
そ
の
中
で
の
医
師
の
数
は
、
と
な
る
と
微
々
た

る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
日
頃
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
医
師
の
一
人
と
し
て
、
杉
本
っ
と
む
先
生
の
著
作
は
「
解
体
新
耆
の

杉
本
つ
と
む
著

時
代
』
の
他
に
何
が
あ
っ
た
か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
と
申
す
の
も
筆

者
は
杉
本
先
生
を
語
学
の
先
生
と
理
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

『
解
体
新
書
の
時
代
」
の
中
に
、
〃
甲
寅
来
貢
西
客
対
話
″
を
紹
介
し

て
お
ら
れ
る
が
、
当
時
の
蘭
学
者
が
甲
比
丹
一
行
に
会
い
に
、
宿
舎
の

長
崎
屋
へ
出
向
く
た
め
の
許
可
手
続
き
が
載
せ
ら
れ
、
解
説
さ
れ
て
読

者
は
初
め
て
そ
の
複
雑
さ
に
驚
く
の
で
あ
る
。
こ
の
手
続
き
は
オ
ラ
ン

ダ
学
に
と
っ
て
些
細
な
一
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
入
口
と
な
っ
て
語

学
、
医
薬
の
技
術
、
西
洋
医
学
の
思
想
が
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
か

ら
、
当
然
新
著
の
「
江
戸
の
阿
閲
陀
流
医
師
」
に
こ
の
〃
対
話
″
が
載

っ
て
い
る
と
思
っ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
気
掛
り
な
点
に
思
え
た
。

本
書
は
、
客
観
的
に
、
実
証
的
に
、
万
人
に
納
得
で
き
る
〈
近
代
日

本
医
学
〉
の
源
流
の
真
の
姿
を
描
き
た
い
と
、
次
の
課
題
に
つ
い
て
長

崎
、
江
戸
、
京
阪
、
東
京
へ
の
流
れ
を
追
っ
て
い
る
。
以
下
、
目
次
よ

り
ひ
ろ
っ
て
み
る
。

序
説
Ｉ
翻
訳
と
実
証

Ｉ
、
大
槻
玄
沢
と
そ
の
医
学
思
想

一
、
大
槻
玄
沢
と
『
重
訂
解
体
新
書
」

二
、
一
瘍
医
新
書
」
と
西
洋
医
学
思
想

Ⅱ
、
東
西
の
〈
本
草
学
〉
と
〈
薬
学
・
医
化
学
〉

一
、
本
草
学
と
薬
学

二
、
化
学
と
医
学

Ⅲ
、
日
本
近
代
医
学
の
源
流

一
、
長
崎
通
詞
と
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
導
入
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二
、
江
戸
の
藺
方
医
と
医
学
書
の
翻
訳

三
、
藺
方
医
と
医
療
器
具
と
西
洋
医
学

四
、
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の

五
、
来
日
の
蘭
医
と
近
代
医
学

Ⅳ
、
〈
解
剖
〉
へ
の
挑
戦

一
、
西
洋
解
剖
学
と
解
剖
害

二
、
オ
ラ
ン
ダ
の
名
医
、
Ｗ
・
テ
ン
・
ラ
イ
ネ
の
来
日

三
、
最
古
の
翻
訳
「
人
体
解
剖
図
譜
」

四
、
解
剖
と
京
都
医
学
会

五
、
解
剖
と
京
都
の
先
進
性

六
、
漢
・
藺
医
師
と
京
都
実
証
派
と
解
剖

七
、
京
都
蘭
学
と
解
剖
の
饗
宴

附
、
解
剖
史
略
年
表

阿
藺
陀
流
医
師
の
系
譜

英
文
抄
録

外
国
人
人
名
索
引

総
索
引
な
ど

こ
れ
だ
け
多
く
の
事
項
に
論
及
し
よ
う
と
す
る
と
、
何
処
か
に
濃
淡

が
出
そ
う
に
思
い
、
例
を
オ
ラ
ン
ダ
好
み
の
は
し
り
で
あ
っ
た
老
中
、

稲
葉
美
濃
守
正
則
を
索
引
で
調
べ
本
文
を
読
ん
だ
。
こ
の
殿
様
の
強
い

要
請
で
オ
ラ
ン
ダ
の
名
医
Ｗ
・
テ
ン
・
ラ
イ
ネ
が
来
日
し
た
こ
と
（
二

三
六
頁
）
、
こ
の
殿
様
は
ラ
イ
ネ
か
ら
Ｊ
・
レ
メ
リ
ン
著
の
「
小
宇
宙
鑑
」

Ｉ
人
体
解
剖
図
譜
と
も
い
う
Ｉ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
ら
し
い
こ

と
（
二
五
九
頁
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
は
多
く
の
方
々
に
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
ラ
イ
ネ
に

関
連
し
て
、
通
詞
と
の
問
答
集
『
阿
藺
陀
薬
方
雑
聚
」
や
、
「
長
崎
先
民

伝
」
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
お
り
、
十
七
世
紀
の
医
術
の
実
態
に
ふ
れ
つ

つ
、
レ
メ
リ
ン
の
解
剖
図
譜
の
翻
訳
本
「
阿
蘭
陀
経
絡
筋
脈
臓
脈
図
解
」

を
め
ぐ
る
論
争
に
言
及
し
て
お
り
、
貴
重
な
記
事
だ
と
思
う
。
筆
者
の

注
文
を
あ
え
て
云
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
稲
葉
美
濃
守
正
則
と
い
う
殿

様
が
、
引
退
後
居
城
の
小
田
原
を
は
な
れ
、
息
子
が
越
後
高
田
に
国
が

え
に
な
っ
た
時
、
こ
の
解
体
図
譜
は
ど
う
な
っ
た
の
か
、
関
連
し
て
小

田
原
に
藺
学
が
な
ぜ
発
生
し
な
か
っ
た
の
か
な
ど
も
知
り
た
い
の
で
あ

ブ
（
〕
Ｏ

稲
葉
正
則
が
あ
の
本
を
買
っ
た
（
と
す
る
説
も
あ
る
）
と
し
て
も
、

所
蔵
す
る
こ
と
で
単
な
る
道
楽
に
終
っ
た
の
か
、
小
田
原
藩
が
相
続
く

天
災
の
た
め
財
政
難
が
慢
性
化
し
、
と
て
も
新
し
い
学
問
を
支
援
し
て

い
く
態
勢
で
は
な
く
、
あ
の
本
自
体
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
の
か
。
こ

れ
は
一
地
方
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
全
国
的
な
視
野
で
考
え
て
み
て

も
良
い
点
で
あ
る
。

技
術
畑
の
人
間
は
、
こ
の
よ
う
な
些
細
な
疑
問
に
ひ
っ
か
か
っ
た
ら

一
歩
も
足
が
進
ま
な
い
の
で
、
無
理
な
注
文
の
一
例
を
の
べ
た
。

杉
本
先
生
の
〃
ま
え
が
き
″
で
の
べ
ら
れ
た
念
願
は
、
問
題
提
起
を

処
々
に
秘
め
つ
つ
約
四
百
頁
の
大
作
と
な
っ
た
。
最
近
は
医
師
国
家
試

験
の
出
身
校
別
成
績
が
公
表
さ
れ
る
た
め
、
医
学
部
で
の
医
学
医
術
史

の
講
義
は
益
々
減
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
江
戸
時
代
に
西

洋
医
学
医
術
と
苦
闘
し
た
先
輩
医
師
の
歩
み
を
学
ぶ
こ
と
は
重
要
で
、

杉
本
っ
と
む
先
生
の
こ
の
本
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
文
献
と
な
っ
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た
。
ご
購
読
を
お
す
す
め
す
る
次
第
で
あ
る

「
二
宮
敬
作
と
彼
を
め
ぐ
る
ひ
と
び
と
』

今
回
、
図
ら
ず
も
広
島
呉
市
の
野
間
祐
輔
先
生
著
『
二
宮
敬
作
と
彼

を
め
ぐ
る
ひ
と
び
と
」
の
書
評
を
求
め
ら
れ
る
栄
に
浴
し
た
の
は
敬
作

出
身
地
に
近
い
宇
和
島
在
住
の
為
か
と
思
っ
て
い
る
。

著
者
は
九
州
大
学
医
学
部
卒
の
皮
膚
泌
尿
器
科
で
郷
里
の
呉
市
で
医

院
を
開
業
さ
れ
て
い
た
。

前
書
き
で
著
者
が
二
宮
敬
作
の
名
を
知
っ
た
の
は
、
呉
秀
三
先
生
の

『
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
（
そ
の
生
涯
及
び
功
業
こ
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら

れ
る
。
著
者
の
も
う
一
つ
の
出
版
物
「
呉
家
の
ひ
と
び
と
』
を
送
ら
れ

て
、
呉
秀
三
先
生
の
先
祖
が
愛
媛
県
中
島
町
か
ら
呉
市
に
移
住
し
た
こ

と
を
知
っ
た
。

こ
の
本
よ
り
著
者
は
以
前
よ
り
医
学
史
に
興
味
を
も
た
れ
て
お
り
、

ま
た
松
山
高
等
学
校
に
学
ば
れ
愛
媛
と
は
太
い
絆
で
む
す
ば
れ
て
い
る

の
で
こ
の
よ
う
な
本
が
生
ま
れ
た
の
で
は
と
推
察
す
る
。

通
読
す
る
と
、
二
宮
敬
作
の
生
い
立
ち
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
時
代
背

〔
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
新
宿
区
戸
塚
町
一
’
一
○
四
’
二
五
、
電
話
○

三
’
三
二
○
三
’
一
五
五
一
、
二
○
○
二
年
五
月
三
十
一
日
、
Ａ
五
判
、

三
八
一
頁
、
定
価
本
体
八
五
○
○
円
〕

野
川
祐
岫
僻

（
中
西
淳
朗
）

景
や
巡
り
会
っ
た
ひ
と
び
と
に
つ
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
資
料
を

収
集
し
、
敬
作
ゆ
か
り
の
地
、
保
内
町
や
卯
之
町
、
宇
和
島
、
そ
し
て

長
崎
ま
で
足
を
運
び
地
元
か
ら
も
直
接
取
材
を
行
う
な
ど
の
努
力
に
全

く
感
服
す
る
。
敬
作
に
関
す
る
著
作
で
は
こ
れ
程
詳
細
に
記
述
さ
れ
た

も
の
を
知
ら
な
い
。

農
民
出
身
の
敬
作
が
鎖
国
さ
れ
た
時
代
に
藩
主
の
命
で
な
く
、
自
ら

の
意
思
で
長
崎
遊
学
を
決
心
し
、
苦
学
し
な
が
ら
剛
方
医
に
な
っ
た
事

は
驚
き
で
あ
る
。
シ
ー
ポ
ル
ト
の
鳴
滝
塾
で
学
び
、
や
が
て
シ
ー
ポ
ル

ト
の
江
戸
参
府
に
選
ば
れ
て
同
行
し
富
士
山
の
測
量
を
行
っ
た
り
、
学

術
調
査
に
深
く
関
わ
っ
た
事
が
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
で
門
人
中
最
も
重
い

刑
を
受
け
る
事
に
な
っ
た
。
そ
の
後
故
郷
に
近
い
卯
之
町
で
開
業
し
シ

ー
ボ
ル
ト
医
学
の
外
科
を
継
承
し
た
。
そ
の
間
シ
ー
ボ
ル
ト
の
娘
イ
ネ

を
養
育
し
日
本
の
女
医
一
号
に
育
て
上
げ
た
・
敬
作
が
関
わ
っ
た
人
々
、

シ
ー
ボ
ル
ト
、
そ
の
娘
イ
ネ
、
高
野
長
英
、
村
田
蔵
六
、
三
瀬
周
三
等

に
つ
い
て
多
く
の
資
料
を
駆
使
し
、
ま
た
三
○
枚
程
度
の
各
地
の
史
跡

の
写
真
や
地
図
、
系
図
も
収
載
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
く
よ
め
る
。

地
元
の
人
か
ら
み
る
と
、
勤
勉
実
直
で
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
あ
ま
り

面
白
み
の
な
い
人
間
と
と
ら
れ
て
い
た
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
と
深
く
関
わ

っ
た
が
故
に
著
者
曰
く
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
人
間
愛
に
満
ち
た
人
生
を

送
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
は
と
、
思
う
。
宇
和
島
に
つ
い
て
、
村
田
蔵

六
設
計
の
樺
崎
砲
台
跡
に
蔵
六
を
顕
彰
す
る
碑
も
な
く
、
市
内
に
は
敬

作
や
イ
ネ
の
住
居
跡
を
示
す
標
識
も
な
い
と
の
指
摘
を
う
け
、
地
元
の

人
間
に
と
り
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
本
書
は
非
売

品
と
な
っ
て
い
る
。


